
概要
我々の研究グループはヒトからげっ歯類までの速筋で特異的に加齢
による発現低下が認められるミオシンシャペロンUNC45Bのマウス骨
格筋における機能解析を行い，加齢に伴う骨格筋Unc45b発現の低下
が加齢に伴う筋力・筋量の低下の促進因子の一つである可能性を見
出した。今後，加齢に伴う筋力・筋量の低下（サルコペニア）を予
防改善するための介入標的としての発展が期待される。
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